
、



☆先に微分・接線のを見てみて下さい！

!

が実数解tを持つためのaの必要十分条件

なぜ接点をおいて議論するか、 しっくり来る を求めればよい。
と思います。 ☆接線が存在しさえすればよい、

→ 実数解求められないので、 グラフの
y =が . E " の x tでの接線の式は . 共有点の情報で調べたい.
y'-_-で+2で"より. → 定数分離しよう.

にいた
が川が
で一句

いでがたとすると .
=（一で+2で）x-tfで+2Et）+（ete t ) E t = I →これ以上解かなく

ても判断可。
これが（a，0）を通るとき、 これを

!

に代入すると.

0=トで+2で）9-tfで+2で）+（et-et） 0 = 0 - 0 t I となり不適。
よって -1+2でもキ0として

0=1-1+2et)a-tf It2で）+（1-et）・・ 考えてよい。
となるので、



!

を変形すると、

と言い換えられる。

a = t
-）噐、こでの方が処理が y=t+1+で_ のグラフを書く。

ラク、𡶷り！

分子を軽くすると は I ttert-噐2-3微分しやすい、
（微分・グラフD） = f i l e t →因数分解！

一、 t _ で2）+1-

，

|=張
學it= A t It

"

。定数分離完了！

ラフも考えやすい、
より、Yの増減は get

#

の解、分母o

となるので、

!

が実数解 tを持つ aの条 件 i .面で、？たとなる。⇐> ｛にa
y
it+1+で、一一が共有点を持
っ aの条件



-

y=aとの共有点を調べるために、何の情報
が 必 要 か な ど が 知 に 垳 が 舟「ない

$

..道にat=0のときy=0

t=leg4のとき、y=log4+E
• 、シでは4-tさらに、

fight+1+で2-）-_-s -t Itが2-） = 一

❤

☆実はは二t+1が漸近線になる.
t→log2-o 今回は調査不要 .
lim(t+1+で2-） = b

|求
が雌
版t→log2+0
aol.gl/+でるん
ー ー 、

となる。
f.品（t+1+で_） =

❤

となるので

y=t+1+で_ のグラフは次の通り。


